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第 3 章では、ヘアレスマウスを用いて光老化モデルを作製し、LF の経口投与による長期
の UVB 照射に対する皮膚の保護効果を検討した。7 週間の UVB 照射により、TEWL の増







第 4 章では、さらに LF および LF の加水分解物（LFH）投与によるしわの予防効果を検
討した。長期間の UVB照射と同時に LFおよび LFH を連日投与したマウスでは、TEWLの
抑制に加えて、しわの深さの低減が観察された。LFおよび LFH の投与が、皮膚の光老化症
状を抑制する効果を示したのは、本研究が初めての報告である。 
第 5章では、LFおよび LFH 投与による抗炎症作用を明らかにするため、事前に LFおよ
び LFH を投与したマウスに短期間 UVB を照射し、炎症マーカーの変動を解析した。UVB
照射により、炎症性サイトカイン、ケモカインおよびゼラチナーゼ量が皮膚中で増加した
















本研究では、LF の新たな生体防御作用の一つとして UVB に対する皮膚の保護効果を見出
した。ほぼ全ての哺乳類が体内に有し、仔に哺乳する成分である LFの生理学的意義として
も、非常に興味深い機構であると考えられる。 
